
 

 
 
 
 

 

・日大直前講習１日目（2010/02/06）で扱った”血糖量調節に関するホルモンの問題”が、第 2 問の問 2、

問 4 において大的中！ 

・朝配布した予想問題の”血糖量調節に関するホルモンの問題”が、第 2 問の問 2、問 4 において 

大的中！ 

・日大直前講習 2 日目（2010/02/07）で扱った”遷移に関する問題”が、第 3 問の問 3 において 

大的中！ 

・日大直前講習 2 日目（2010/02/07）で扱った”血液凝固と、血液の遠心分離に関する問題”が、第 5 問

において大的中！ 

・日大直前講習 2 日目（2010/02/07）で扱った” 小胞体とゴルジ体によるタンパク質分泌機構の問題”が、

第 2 問の問 3 において大的中！ 

・杏林大学当日復習（2011/01/21）で扱った”光合成速度の計算問題、陽性植物と陰性植物の問題”が、

第 3 問の問 1、問 2 において大的中！ 

・日大直前講習１日目（2010/02/06）で扱った、”光合成の問題”が、第 3 問で的中！ 

 

 

 

 

 

 

 
■日大個人面接通信指導         \3,150（メールの場合），\5,250（FAX の場合） 

メール／FAX を使い（1）志望理由を完璧な内容に改善し，（2）出願内容に基づいた想定質問とそれに対する模範解答の作成指導

を行います。 

■日大小論文スピード通信添削            \3,150 

FAX で送って頂いた答案を合格答案へと添削し，提出翌日の 13 時までにメール／FAX で返却します。 

■日大二次対策オールインワンスクーリング            2/14(月)or 2/15(火) \21,000 

アムスが最強と言われる総合二次対策です。上記通信添削の内容は勿論のこと，アムスの長年のノウハウの全てを伝授します。2

度にわたるテーマ別面接は，特にボーダー上の人や女の子には相当突っ込みのある面接と覚悟してください。面接官の突っ込みで

自分の位置が分かるほど扱いが分かれます。但し毎年同じパターンですからご安心あれ。毎年，想定質問の通りに質問されたとの

受験生が続出しています。 
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講評 

難易度:去年よりやや難化 分量:例年並み 一次突破ライン:75%程度 正規合格ライン:85% 程度 
全体講評 
 今年も去年に引き続き全問マーク式であった。難易度は去年と比べるとやや難化したが、予想よりは難化

していなかったので来年度以降もこのレベルの出題が続くと予想される。難化したというのは、問題自体の

難しさではなく、選択肢の選びにくさ、という点であった。たとえば 2 番問 2 は、2 番問 4 の問題文をヒン

トにしなければ選びきるのは難しかった問題であった。ただ、問題さえきっちり読んで紛らわしい事柄につ

いて引っかからないようにすれば確実に得点できる問題ばかりであった。出題内容は例年よく出題されてき

た内容であり、過去問をしっかり解いてきた受験生はすんなりと解けたはずである。 

 ３番は今年度入試において何度も出題されてきた問題であり、アムスの当日復習を行っていれば確実に解

けた問題であった。さらに５番はアムスの前日の日大直前講習で扱った内容そのままであったのでアムス生

はかなり有利であった。 

 

※各問講評は後日詳細に記したものをアップいたします。 

 

 
1. 
問 1 1－③  問 2 2，3－②，④  問 3 4，5－③，④   問 4 6－⑧ 

2. 
問 1 7，8－②，③  問 2 9－②  問 3 10－② 11－⑤ 12－①  問 4 13－③ 

3. 
問 1 14－③  問 2 15－①  問 3 16－④  問 4 A 17－②  B 18－① 

4. 
問 1 19－⑥  問 2 20－④  問 3 21－⑥ 問 4 22－⑤  問 5 23，24－②，⑤ 

5. 
問 1 25－⑦ 26－① 27－⑥ 問 2 28－⑤ 問 3 29－④ 30，31－①，⑥ 32－② 

 


